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間
学
校
、
海
の
移
動
教
室
、
修
学

旅
行
、
校
外
活
動
費
、
卒
業
時
諸

経
費
を
、
保
護
者
の
側
が
事
前
に

お
金
を
出
し
て
、
後
日
か
か
っ
た

経
費
を
市
に
出
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
一
時
的
で
は
あ

る
に
せ
よ
、
保
護
者
の
方
で
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
厳
し
い
。

何
ら
か
の
解
決
策
を
図
る
べ
き
。

　

教
育
部
長　

年
度
当
初
か
ら
こ

う
い
う
額
だ
と
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、

保
護
者
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
政
府
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
小

金
井
市
の
調
査
で
も
、
少
子
化
対

策
と
し
て
経
済
的
支
援
の
充
実
を

求
め
る
声
は
高
く
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
行
う
こ
と
は
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
て
い
る
。

所
得
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

制
度
の
拡
充
を
行
う
べ
き
。
見
解

を
伺
う
。

　

市
長　

い
ま
の
流
れ
は
、
就
学

前
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
所

得
制
限
を
廃
止
す
る
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

財
政
と
見
比
べ
な
が
ら
、
就
学
前

ま
で
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ

と
を
、
年
次
を
追
っ
て
計
画
を
立

て
て
い
き
た
い
。

　

�
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、

生
活
保
護
世
帯
の
場
合
で
も
、
林

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を

就
学
前
ま
で
拡
充
せ
よ

就
学
前
ま
で
拡
充
せ
よ

件
数
は
平
成　

年
度
千　

件
、
平

１５

４５１

成　

年
度
千　

件
。
�
母
子
自
立

１６

６１９

支
援
員
が
通
常
の
相
談
業
務
の
中

で
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
員
業
務
を
兼
ね
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
母
子
自
立
支
援

員
が
そ
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

　

総
務
部
長　

�
母
子
家
庭
の
就

労
支
援
は
�
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会
に
情
報
を
提
供
し
、
採
用
に
つ

い
て
の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�
夏
休
み
を
前
に
正
し
い
ラ
ジ

オ
体
操
講
習
会
参
加
を
す
す
め
た
。

　

市
長　

ラ
ジ
オ
体
操
を
普
及
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

�
�
ひ
と
り
親
の
家
庭
数
と
相

談
事
業
の
実
情
は
。
�
母
子
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
を
配
置

し
て
い
る
か
。
�
非
常
勤
職
員
を

採
用
す
る
に
当
っ
て
母
子
家
庭
の

母
を
優
先
的
に
雇
用
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
推
進
課
長　

�
所
管
課
と

し
て
は
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と

と
ら
え
て
い
て
母
子
家
庭
数
平
成

　

年
度　

人
、　

年
度
が　

人
。

１６

４６９

１７

４１８

　

福
祉
保
健
部
長　

�
ひ
と
り
親

家
庭
の
相
談
機
関
と
し
て
福
祉
事

務
所
、
母
子
自
立
支
援
員
、
民
生

委
員
、
児
童
委
員
が
い
て
、
収
入

住
居
と
い
う
生
活
の
問
題
か
ら
、

子
育
て
の
悩
み
、
子
ど
も
の
教
育

に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
多
く

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
ち
な
み

に
自
立
支
援
員
が
行
っ
た
相
談
総

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の 

支
援
を

支
援
を 
！！

毎日ラジオ体操が行われる小金井公園

中
越
地
震
に
学
ん
で
震
災

中
越
地
震
に
学
ん
で
震
災 

対
策
の
充
実
を
し
な
い
か

対
策
の
充
実
を
し
な
い
か

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
中
越
地
震
の
被
災
地
で
あ
る

長
岡
市
を
調
査
し
た
が
、
以
下
の

こ
と
を
検
討
し
な
い
か
。
�
保
育

所
・
集
会
施
設
な
ど
避
難
所
の
増

設
。
�
自
主
防
災
組
織
の
役
割
の

明
確
化
。
�
備
蓄
品
の
供
給
に
つ

い
て
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
と
の
連
携
。

�
災
害
時
の
ペ
ッ
ト（
愛
玩
動
物
）

の
対
応
を
獣
医
師
会
な
ど
の
協
力

も
得
て
す
す
め
な
い
か
。
�
高
齢

者
の
耐
震
補
強
診
断
・
工
事
と
家

具
転
倒
防
止
金
具
に
つ
い
て
の
助

成
。

　

総
務
部
長　

�
検
討
し
た
い
。

�
今
後
も
さ
ら
に
連
携
を
と
り
た

い
。
�
地
域
防
災
計
画
に
具
体
的

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
�
東
京

都
も
含
め
て
対
応
し
た
い
。
�
地

域
防
災
計
画
の
中
で
ど
の
よ
う
に

扱
え
る
か
検
討
し
た
い
。

　

�
リ
ー
ス
庁
舎
の
経
費
の
合
計

額　

億
円
と
、
市
役
所
庁
舎
建
設

５７
用
地
取
得
費　

億
円
を
合
わ
せ
て
、

１２０

す
で
に　

億
円
。
さ
ら
に
駅
前
開

１７７

発
が
順
調
に
進
ん
だ
場
合
、
第
２

地
区
の　

億
円
か
け
た
庁
舎
建
設

９２

費
。
総
合
計　

億
円
の
市
民
の
税

２６９

金
が
使
わ
れ
る
が
、
計
画
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

別
の
場
所
に
庁
舎
を
建

設
し
て
、
再
開
発
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

取締り重点路線の新小金井街道

箱
だ
っ
た
。
５
年
保
存
で
約
千　
３００

箱
の
膨
大
な
紙
レ
セ
プ
ト
の
保
管

場
所
が
不
要
と
な
っ
た
効
果
は
、

非
常
に
大
き
い
。

　

�
後
期
高
齢
者
の
広
域
連
合
が

来
年
結
成
さ
れ
、
国
保
も
将
来
、

同
様
に
移
行
さ
れ
る
。
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
横
断
的
な
総
合
管
理

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
課
長　

昨

年
、
中
央
電
子
計
算
組
織
基
幹
シ

ス
テ
ム
総
合
化
の
概
要
計
画
を
策

定
し
た
。
現
在
、
福
祉
総
合
シ
ス

テ
ム
を
平
成　

年
度
ま
で
に
導
入

２１

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
今
回
の
医
療
制
度
改
革
で
、

小
金
井
の
医
療
は
ど
う
な
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

生
活
習
慣
病

対
策
の
た
め
に
庁
内
で
横
断
的
な

検
討
会
を
設
け
て
対
応
し
た
い
。

小
金
井
市
歯
科
医
師
会
と
は
歯
科

医
療
連
携
推
進
協
議
会
を
発
足
さ

せ
る
。
医
師
会
と
は
在
宅
医
療
の

推
進
、
連
携
の
協
議
を
進
め
た
い
。

　

�
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
、
小
金
井
市
国
民
健
康

保
険
で
は
今
春
、
こ
れ
ま
で
の
紙

ベ
ー
ス
か
ら
画
像
デ
ー
タ
に
切
替

わ
っ
た
。
効
果
は
ど
う
か
。

　

保
険
年
金
課
長　

事
務
処
理
の

効
率
化
で
職
員
の
恒
常
的
な
時
間

外
勤
務
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
年
間
、
国
保
で　

万
枚
、

３６

老
人
医
療
で　

万
枚
、
保
存
箱　

３３

２６０

小
金
井
の
医
療
改
革
に

小
金
井
の
医
療
改
革
に 

い
か
に
取
り
組
む
か

い
か
に
取
り
組
む
か

乳幼児の健やかな成長を

で
は
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

�
こ
の
よ
う
な
制

度
に
な
れ
ば
中
小
企
業
者
も
含
め

影
響
は
あ
る
。
た
だ
し
、
交
通
の

妨
げ
や
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
取
締
り
は
や
む
を
得

な
い
不
可
欠
な
も
の
だ
。
�
議
員

の
言
う
通
り
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。

■
こ
の
他
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
再
開
発
事
業
に
お
け
る
「
壁
面

の
位
置
の
制
限
」
が
都
市
計
画
法

上
適
法
か
、
東
京
都
基
準
上
適
切

か
に
つ
い
て
、
自
ら
作
成
し
た
図

面
を
も
と
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

６
月
１
日
か
ら
改
正
法
が
施
行

さ
れ
、
現
認
か
ら
違
反
切
符
貼
付

ま
で
が
約　

分
か
ら
５
分
に
短
縮

３０

さ
れ
た
。
市
内
で
は
、
取
締
り
重

点
路
線
が
小
金
井
街
道
・
新
小
金

井
街
道
・
東
八
道
路
・
東
大
通
り
、

重
点
地
区
が
３
駅
周
辺
と
さ
れ
た
。

�
新
制
度
が
商
店
や
市
民
に
与
え

る
影
響
は
。
�
市
内
の
公
共
駐
車

場
は
公
園
を
除
け
ば
市
庁
舎
用
の

　

台
分
だ
け
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー

７５タ
ー
は
国
分
寺
街
道
に　

台
分
だ

１２

け
で
あ
る
。
商
店
街
周
辺
に
公
設

の
一
時
貸
し
駐
車
場
を
増
設
す
る

と
と
も
に
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ

ー
の
設
置
を
研
究
検
討
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
民
間
の
一
時
貸
し

駐
車
場
設
置
を
誘
導
す
る
資
産
税

減
免
や
補
助
制
度
を
工
夫
す
べ
き

「
駐
禁
新
制
度
」
に
伴
い

「
駐
禁
新
制
度
」
に
伴
い

商
店
街
の
駐
車
場
確
保
を

商
店
街
の
駐
車
場
確
保
を

　

再
開
発
課
長　

�
駐
車
料
金
の

減
免
制
度
は
近
隣
市
の
状
況
を
調

査
し
検
討
し
た
い
。

　

総
務
部
長　

�
全
て
の
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
も
会
議
室
の
状
況
、

新
庁
舎
の
問
題
、
予
算
を
含
め
て

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

市
長　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
に

合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
公
会
堂
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
無
か
っ
た
の
は
辛
か
っ
た
。

■
そ
の
他
に
「
ひ
と
と
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
質
問
し

ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

ハ
ー
ト
ビ
ル
法
と
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
を
一
本
化
す
る
「
新
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
市
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て
問
う
。
�
道
路
の

段
差
解
消
を
す
べ
き
だ
が
、
再
開

発
内
に
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
と
位
置
付
け
て
い
る
区
画
道
路

３
号
の
断
面
設
計
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
�
新
し
く
つ
く
る
予
定

の
公
共
駐
車
場
は
障
が
い
者
の
利

用
料
を
免
除
す
べ
き
で
あ
る
。
�

本
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は

法
的
、
技
術
的
に
ク
リ
ア
で
き
る

は
ず
だ
が
、
設
置
し
な
い
理
由
を

明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
区
画
道
路

３
号
は
歩
車
道
一
体
と
考
え
、
段

差
は
２
�
で
設
計
協
議
し
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て


